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問い合わせ先　
鳥取市男女共同参画課（福祉文化会館内）
 （0857）20-3166
電子メールdanjyo@city.tottori.tottori.jp

※ 1「社会的性別」（ジェンダー）社会通念や慣

習の中には、社会によってつくり上げられた「男

性像」、「女性像」があり、このような男性、女

性の別をいう。これ自体に良い、悪いの価値を

含むものではなく、国際的にも使われている。

※ 2リプロダクティブ・ヘルス／ライツ男女が

互いの身体的特徴を理解し合い、すべての人々

が身体的、精神的、社会的に良好な状態を保持

し、妊娠・出産の調整を始めとする性と生殖に

関する健康を権利として捉えようという概念。

※ 3 DV( ドメスティック・バイオレンス )婚姻
の有無を問わず親密な関係にある男性が女性に

対して行う身体的・心理的暴力。

用語解説

「鳥取市男女共同参画に関する意識調査」
調査時期：平成 16年 12月
調査方法：郵送配布、郵送回収
調査対象：市民男女 1000 人ずつを無作為抽出
回答数：1088 人（男性455人、女性632人、不明１人）
回収率：54.4％（男性 45.5％、女性 63.2％）
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平等になっている
男性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

　

社
会
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、
多
く
の
人
が

「
学
校
教
育
の
場
」は
平
等
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、「
社

会
的
慣
習
・
風
潮
」、「
職
場
」
で
は
、
約
80
㌫
の
人
が
男
性

が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
、「
社
会
活
動
の
場
」、

「
家
庭
生
活
」、「
法
律
や
制
度
上
」
の
分
野
で
も
男
性
が
優

遇
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

■
男
女
の
平
等
感

次のような分野で男女の地位が平等に
なっていると思いますか。Q

男女の人権意識を高める教育・啓発の推進△

性別による固定的役割分担意識などを反映した社会

　制度・慣行の見直しと啓発など

男女の健康支援とﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞ･ﾍﾙｽ／ﾗｲﾂ意識の浸透
国際交流と連帯の推進

男女の人権の尊重

「男女共同参画都市・とっとり」をめざして

地域・社会活動への男女の参画△

地域・社会活動への男女の積極的参画の促進とリー

　ダーの育成など

地域で共に支え合う福祉社会づくりの推進

地域社会における男女共同参画

政策・方針決定過程への女性の参画の促進△
議会への女性の参画を促進するための条件整備

△

市の政策・方針決定過程への女性の参画機会の確保

△

企業、各種団体、地域活動組織などにおける方針決

　定過程への女性の参画拡大

政策・方針決定過程における男女共同参画

家庭生活への男女の参画△

家事・育児・介護の家族による共同参画の促進

家庭生活と他の活動との両立支援の推進△

仕事と家庭を両立するための職場環境の整備促進など

家庭生活と他の活動との両立

男女平等な雇用環境の整備と職業能力の開発△

男女共同参画に取り組む企業の育成と経営者の意識改革

△

男女の差別的な待遇の改善とﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ･ｱｸｼｮﾝの促進

△

母性保護を考慮した労働環境の整備の促進

△

精神的・身体的暴力に対する防止対策の促進など

女性の起業・経営参画の推進

労働環境における男女共同参画

被害者に対する支援の推進△

被害者に対する相談・保護・自立支援体制の充実

△

加害者の更生に対する相談支援の推進など

女性に対する暴力の発生を防ぐ環境整備の推進△

暴力は重大な人権侵害であり、犯罪であることの啓発

△

防止に向けた地域・団体・行政・関係機関の連携強化

女性に対するあらゆる暴力の根絶

目標数値

▲

男女共同参画社会の進展に対する市民満足度　30 ㌫　（H16.12 現在　15.2 ㌫）
　男性の育児・家事参加および女性の社会参画促進に関するセミナーの開催など▲

審議会などの女性の参画率　40 ㌫　（H18.2 現在　29.4 ㌫）
　女性の目標登用率の設定、政策・方針決定過程参画促進に関するセミナーの開催など▲

女性人材バンク登録者数　50 人　（H18.2 現在　21人）
　地域・学校・企業などへの出前講座の充実、人材バンク登録者研修会の実施など▲
男女共同参画登録団体数　40 団体　（H18.2 現在　23団体）
　活動費の助成、ワークルームの提供、ネットワーク支援など

推進体制

▲

「輝
き

なんせ鳥取」の充実　相談体制の充実、団体の活動支援など▲

各総合支所に活動拠点機能を備えた場の提供　会議や事務作業に利用できる場の提供▲

ＤＶ被害者支援体制の充実　市営住宅への優先入居、DV被害対応マニュアルの作成など▲

市民によるプランの評価　施策の進捗状況をHPなどで公表、市民の声の集約とその反映など▲

男女参画推進員（仮称）の配置　各地域における啓発活動の推進

※2

※3


